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日本製罐株式会社
上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面
交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりませ
ん。なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、
株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を
一律でお送りいたします。

電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項

第120期（2024年４月１日～2025年３月31日）
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主要な事業内容、主要な営業所及び工場、使用人の状況

事　業　区　分 製　品　分　類 主要な製品・事業内容

金属缶製造販売事業

18　Ｌ　缶 　主に塗料・化学・食糧・油糧用18Ｌ缶

美　術　缶 　主に粉乳缶・家庭用塗料缶

そ　の　他 　缶の付属品等及び製缶設備の販売

不 動 産 賃 貸 事 業 　テナント事務所・駐車場の賃貸

主要な事業内容（2025年3月31日現在）

　当社及び子会社（新生製缶株式会社）は、金属缶の製造、販売を主たる事業と
しており、これに加え当社は不動産賃貸事業を行っております。

名　　称 所　在　地

当　　社
本社及び本社工場 さいたま市北区

千葉工場 千葉県山武郡九十九里町

新生製缶株式会社
本社及び本社工場 大阪市大正区

伊丹工場 兵庫県伊丹市

主要な営業所及び工場（2025年3月31日現在）

事　業　部　門 使　用　人　数 前連結会計年度末比増減

1 8  Ｌ  缶　部　門 93（26）名 ７名減（３名増）

美　術　缶　部　門 50（18）名 ５名増（２名増）

間　 接　 部　 門 70（12）名 １名増（２名増）

計 213（56）名 １名減（７名増）

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

128（19）名 １名減（１名増） 42.8歳 13.6年

使用人の状況（2025年3月31日現在）

①　企業集団の使用人の状況

（注）使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で
記載しております。

②　当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で
記載しております。

－ 1 －
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主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

借入先 借入額
株式会社みずほ銀行 556百万円
株式会社池田泉州銀行 521百万円
株式会社埼玉りそな銀行 418百万円

主要な借入先の状況（2025年3月31日現在）

その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 2 －
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株式の状況

⑴　発行可能株式総数 4,900,000株

⑵　発行済株式の総数 1,392,000株

⑶　株主数 921名

株主名 持株数 持株比率
伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 156千株 11.67％
日本製鉄株式会社 105千株 7.85％
株式会社みみっく 95千株 7.13％
日罐取引先持株会 86千株 6.47％
馬場　敬太郎 58千株 4.40％
長嶺　麻奈 57千株 4.28％
株式会社中央ビル 46千株 3.45％
前田　慶和 40千株 3.03％
株式会社みずほ銀行 36千株 2.74％
松井証券株式会社 31千株 2.38％

株式数 交付対象者数
取締役（社外取締役除く） 8,300株 １名

株式の状況（2025年3月31日現在）

⑷　大株主（上位10名）

(注）持株比率は自己株式（54,345株）を控除して計算しております。

⑸　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交
付した株式の状況

(注）1.当社の株式報酬の内容につきましては、事業報告「２.会社役員の状況(3)取締役お
よび監査役の報酬等」に記載しております。
2.上記は退任した会社役員に対して交付された株式であります。

－ 3 －
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新株予約権等の状況

名称
（発行決議日）

役員の保有状況 目的となる
株式の種類
及び数

行使時の
払込金額 行使期間取締役

（社外取締役
を除く）

監査役
（非常勤監査役
を除く）

第4回新株予約権
（2016年10月28日）

14個
（1名） － 当社普通株式

1,400株
１株当たり
１円

2016年11月14日～
2046年11月13日

第5回新株予約権
（2017年10月31日）

14個
（1名） － 当社普通株式

1,400株
１株当たり
１円

2017年11月15日～
2047年11月14日

第6回新株予約権
（2018年10月31日）

17個
（1名） － 当社普通株式

1,700株
１株当たり
１円

2018年11月16日～
2048年11月15日

第7回新株予約権
（2019年10月31日）

19個
（1名） － 当社普通株式

1,900株
１株当たり
１円

2019年11月15日～
2049年11月14日

第８回新株予約権
（2020年10月30日）

18個
（1名）

17個
（1名）

当社普通株式
3,500株

１株当たり
１円

2020年11月16日～
2050年11月15日

第９回新株予約権
（2021年11月１日）

14個
（1名）

14個
（1名）

当社普通株式
2,800株

１株当たり
１円

2021年11月16日～
2051年11月15日

第10回新株予約権
（2022年10月31日）

19個
（1名）

16個
（1名）

当社普通株式
3,500株

１株当たり
１円

2022年11月15日～
2052年11月14日

第11回新株予約権
（2023年10月31日）

21個
（1名） － 当社普通株式

2,100株
１株当たり
１円

2023年11月15日～
2053年11月14日

第12回新株予約権
（2024年11月５日）

54個
（2名） － 当社普通株式

5,400株
１株当たり
１円

2024年11月20日～
2054年11月19日

新株予約権等の状況
当事業年度末日において当社役員が保有する職務執行の対価として交付された新
株予約権の状況

(注）1. 当社は、株主重視の経営意識を一層促進することを目的として、役員退職慰労金にかわ
る制度として株式1株当たりの行使価格を1円とする株式報酬型ストック・オプションの
ための新株予約権の発行を取締役会で決議しております。

2. 権利行使期間は記載の期間内で、当社取締役、監査役の地位を喪失した日の翌日から10
日以内とし（死亡退任のときを除く）、行使にあたっては発行された新株予約権を一括
してのみ行使することができるものとしております。
上記新株予約権の行使に際しては、自己株式を充当する予定であり、発行済株式の総数
は増加しない見込みです。

3. 社外取締役および非常勤監査役には新株予約権を付与しておりません。
4. 2017年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。

－ 4 －
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会社役員の状況

氏名 退任日 退任事由 退任時の地位・担当及び
重要な兼職の状況

松　田　　豊　彦 2024年６月27日 任期満了 代表取締役社長

御　園　　愼一郎 2024年６月27日 任期満了 取締役
大阪大学招聘教授

当事業年度中に退任した取締役及び監査役

社外役員に関する事項
①　他の法人等との兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役宮入小夜子氏は、株式会社スコラ・コンサルト パートナー、開智国
際大学名誉教授・客員教授、KHネオケム株式会社社外取締役、東洋エンジ
ニアリング株式会社の社外取締役を兼務しております。当社と各兼職先との
間には特別の関係はありません。

・取締役立花俊浩氏は、伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社の執行役員鋼材第二本部長を
兼務しております。同社は当社の大株主であり、当社の鋼材仕入窓口の商社
であります。

・取締役塔下辰彦氏は、NTN株式会社の社外取締役を兼務しております。当社
と兼職先との間には特別の関係はありません。

・監査役土方俊幸氏は、2025年３月28日付でクレジットエンジン・グループ
株式会社（現クレジットエンジン株式会社）の非常勤監査役を辞任により退
任しました。

・監査役関根俊行氏は、税理士法人関根会計の代表社員副所長を兼務しており
ます。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

－ 5 －
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会社役員の状況

取締役会（９回開催） 監査役会（13回開催）
出席回数 出席率 出席回数 出席率

取締役　宮　入　小夜子 ９回 100％ ― ―
取締役　立　花　俊　浩 ８回 88.9％ ― ―
取締役　塔　下　辰　彦 ６回/６回 100％ ― ―
監査役　土　方　俊　幸 ９回 100％ 13回 100％
監査役　関　根　俊　行 ９回 100％ 13回 100％
監査役　宮　下　幸　正 ９回 100％ 13回 100％

②　当事業年度における主な活動状況
・取締役会及び監査役会への出席状況

(注）1. 出席率は当事業年度、当該取締役及び監査役がそれぞれ出席すべき取締役会・監査役会
の回数により算出しております。
上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第25条の規定に基づ
き、取締役会決議があったものとみなす書面決議が２回ありました。

2. 取締役塔下辰彦氏は、2024年6月27日開催の第119期定時株主総会において新たに選任
されたため、取締役会の出席回数が他の社外取締役、社外監査役と異なります。
なお、取締役塔下辰彦氏の就任後の取締役会の開催回数は6回であります。

・取締役会における発言状況
取締役立花俊浩氏、監査役土方俊幸氏、監査役宮下幸正氏は永年培ってきた
ビジネス経験をもとに、取締役塔下辰彦氏、取締役宮入小夜子氏は長年に亘
る業務経験を社外出身の立場から、監査役関根俊行氏は税理士としての専門
的見地から、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・
提言を行っております。

・監査役会における発言状況
監査役土方俊幸氏、監査役宮下幸正氏は各々永年に亘るビジネス経験、監査
役関根俊行氏は税理士としての経験をもとに、大所高所から企業統治強化に
資する発言を行っております。

・社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要
社外取締役である宮入小夜子氏、立花俊浩氏、塔下辰彦氏は豊富な経験と幅
広い知識に基づき、経営の監督と経営全般への助言など社外取締役に求めら
れる役割・責務を十分に発揮しております。
当事業年度に開催されたコーポレート・ガバナンス委員会において役員の人
事、報酬の審議に携わり、また取締役会では客観的な立場から助言・提言を
頂いております。

－ 6 －
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会計監査人の状況

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 27,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 27,000千円

会計監査人の状況

(1)　名称　　　　　　　　　東邦監査法人

(2)　報酬等の額

(注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に
基づく監査の監査報酬額を明確に区分しておらず、実質的に区分できませんので、当該
事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しておりま
す。

2. 監査役会は、会計監査人の職務執行状況や監査計画の内容等を確認し、検討した結果、
会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第1項の同意を行っております。

(3)　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

(4)　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると
判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案
の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認め
られる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この
場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におい
て、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

(5)　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。

－ 7 －
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況、会社の支配に関する基本方針

業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
(1)　内部統制システム構築に関する基本方針
　会社の業務の適正を確保するための体制の整備に関する取締役会決議の内容の
概要（「内部統制システム構築に関する基本方針」）は以下のとおりです。（最
終改定　2025年3月31日）

1.取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
(1)社内における法令遵守体制をより明確化し、コンプライアンス尊重の意識を
組織の隅々にまで浸透させる。
　そのために、取締役、執行役員全員がコンプライアンスを率先垂範するととも
に、コンプライアンス研修を実施し、「コンプライアンスポリシー（企業行動基
準）」、「コンプライアンス・マニュアル」の定期的な周知を含め、役職員のコ
ンプライアンス意識の高揚及びコンプライアンス知識の充実を図る。
(2)企業の社会的責任を十分認識し、反社会的勢力に対して毅然とした態度で臨
み、不当・不法な要求には応じず、一切の関係を遮断する。
(3)取締役会によって取締役、執行役員等の職務の執行を監督するとともに、コ
ンプライアンス担当役員（取締役）を中心にコンプライアンス体制を整備する。
(4)法令及び定款に適合することを確認、確保するため、内部監査室による監査
を定期的に行う。

2.取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
(1)取締役の職務執行に係る情報については、文書管理規程に基づき適正に管理
するとともに、関連資料を含め所定の期間保管する。
(2)上記の保管された文書・情報等は、必要に応じて閲覧可能な状態を維持す
る。

3.損失の危険の管理に関する規程その他の体制
(1)リスク管理規程に基づき、事業上・業務上のリスクを認識し、リスクの評
価・管理等を行い、リスク管理フォロー表を作成して、四半期毎に取締役会に報
告する。尚、重要リスクについては子会社のリスクも含める。
(2)認識されたリスクに対しては、必要な対策を柔軟に講ずること等によりリス
クの低減等を図る。
(3)自然災害・パンデミック等の事業活動上の重大な事態が発生した場合には、
「BCP事業継続計画」等に則り迅速な対応を行うことにより損失・被害を最小限
にとどめる。

－ 8 －
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況、会社の支配に関する基本方針

4.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
(1)中期経営計画及び年度経営計画を定め、会社として達成すべき目標を明確化
するとともに、目標達成のために活動し、その進捗状況の管理を行う。
(2)執行役員制度を設けることにより取締役数を少数とし、取締役会は経営上の
重要な意思決定を迅速・的確に行うとともに、業務執行取締役及び執行役員等の
モニタリングも行う。
(3)経営会議規程で定める経営会議を毎月開催し、業務執行上の重要事項につい
て審議し、報告・検討を行う。

5.使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
(1)「コンプライアンスポリシー」、「コンプライアンス・マニュアル」等を当
社及び子会社の従業員等に周知し、会社のコンプライアンスに係る基本姿勢を明
確にする。
(2)「職務分掌規程」、「職務権限・責任規程」等により、職務の範囲や権限と
責任を定め、適切な牽制が機能する体制とする。
(3)内部監査室は「内部監査規程」に則り当社及び子会社の監査を行う。

6.当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
(1)「子会社管理規程」に基づき子会社を管理する体制とする。
(2)当社の取締役の少なくとも１名は、子会社の取締役を兼務する。
(3)子会社の取締役または執行役員は、当社の取締役会または経営会議の求めに
応じて、当社の取締役会または経営会議に出席し重要事項の報告を行う。
(4)社内通報制度（ホットライン）の窓口を当社及び子会社の共用にするととも
に、通報を行った者が当該報告をしたことを理由に不利益な取扱いを受けないこ
とを確保する体制とする。

7.監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使
用人に関する事項
　監査役を補助すべき使用人が必要と認められるときで、常設的な人材配置が困
難な場合は人員と期間を限って配置する。

8.前項の使用人の当社の取締役からの独立性及び監査役の当該使用人に対する指
示の実効性確保に関する事項
(1)前項の使用人の選定については監査役会の事前の同意を得るものとし、また
当該期間の人事管理については監査役会に委ねる。
(2)前項の使用人に対する指揮命令は監査役に帰属し、当該使用人が必要な調査
や情報収集に協力する体制を確保する。
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9.取締役及びその他使用人及び子会社の取締役、監査役、使用人等が当社の監査
役に報告するための体制
(1)取締役及び使用人は、会社に重大な損失を与える事項が発生し、または発生
する恐れがあるとき、役職員による違法または不正な行為を発見したとき、その
他監査役会が報告すべきものと定めた事項が生じたときは監査役に報告する。
(2)監査役が経営会議その他社内会議に出席し、経営上の重要情報について適時
報告を受けられる体制とするとともに、重要な稟議書等は都度監査役に回覧す
る。また、監査役が必要と判断したときは、いつでも当社の取締役及び使用人
等、並びに子会社の取締役及び使用人等に対して報告を求めることができる。
(3)監査役に報告を行った者が、当該報告をしたことを理由として不利益な取扱
いを受けないことを確保する体制とする。
(4)内部通報窓口は、社内通報制度の通報状況について速やかに監査役に報告を
行う。

10.当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその
他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　通常の監査費用は毎期の監査計画等の中で予算化し、緊急の監査費用は個別に
監査役会の承認を得て、前払や償還の請求がされたものについては当社が負担す
る。

11.その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
(1)監査役が代表取締役に対する独立性を保持しつつ監査を実施できる体制とす
るとともに、代表取締役と監査役は定期的または必要に応じ意見交換を図る。
(2)内部監査室長は監査役会に定期的に出席すること等により、取締役及び使用
人等の業務の適法性・妥当性について監査役が報告を受けることができる体制と
する。

12.財務報告の適正性を確保するための体制
　金融商品取引法その他関係法令及び「財務報告に係る内部統制の評価及び監査
の基準」に則して、財務諸表等が適正に作成される内部統制システムを整備・運
用し、信頼性のある財務諸表を外部に開示する。

(2)　内部統制システムの運用状況
　本事業年度の運用状況は以下のとおりです。尚、当連結会計年度において、内
部統制システムの構築・運用状況の評価結果による重大な事項はございません。
1.コンプライアンス
　コンプライアンス意識の向上、法令・社内規程等の周知徹底等を図るため、コ
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ンプライアンス委員会を年２回開催しております。
　また、懸念事項等の予兆の把握・管理及び社内環境等の改善への従業員全員の
取組意識向上を企図して、従業員に対して監査役会主導にてコンプライアンス・
アンケートを実施し、その回答内容に対して経営陣が対応・対策を図りました。

2.情報の保存・管理
　重要な会議の議事録等、取締役の職務の執行に係る情報を含む重要な文書等
は、文書管理規程に従い、適切に保存・管理を行っています。

3.リスク管理
　業務プロセスごとにリスクを識別し、四半期ごとのPDCAを行っています。取締
役会にはその内容が報告され、重要なリスクについての対応を検討しています。

4.効率的職務執行
　執行取締役及び部室長が出席する経営会議を毎月開催し、業務執行の重要事項
について検討し、取締役会においては、より重要事項に絞って審議し、効率的な
意思決定及び監督を行っています。

5.子会社を含めた内部統制
　子会社役員（当社の取締役が兼務）が、当社取締役会及び経営会議にて子会社
に係る報告を行い、重要な事項について審議しました。また、内部通報制度の窓
口は当社および子会社共通のものとし、その四つある窓口のうち一つは当社監査
役が担っています。

6.監査役監査の実効性確保
　監査役は会計監査人及び内部監査室との連携を図り、内部統制システム全般を
モニタリングし、より実効的な業務運営等について助言を行っており、執行側は
その助言に基づき都度改善を図っております。また、代表取締役をはじめ他の執
行取締役は監査役会に出席し、監査役との意見交換等を行うとともに、適宜意思
疎通を図っています。

7.適正な財務報告
　金商法に基づく内部統制監査を会計監査人と連携しつつ適正に実施しています。

会社の支配に関する基本方針
　該当事項はありません。
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剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、企業価値の継続的向上を図るとともに、株主の皆様に対する利益還元
を経営の重要課題のひとつと位置付けており、財務体質の強化と今後の事業展開
に必要な内部留保の充実を勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針
としています。
　今後も、中長期的な視点にたって経営資源を投入することにより、持続的な成
長と企業価値の向上ならびに株主価値の増大に努めてまいります。
　当事業年度の期末配当金につきましては、１株につき20円とさせていただき
ます。
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(単位：千円)
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 738,599 245,373 2,676,752 △47,994 3,612,730
当期変動額
剰余金の配当 △94,839 △94,839
親会社株主に帰属す
る当期純損失（△） △335,325 △335,325

自己株式の取得 △45,218 △45,218
自己株式の処分 △2,645 13,940 11,295
自己株式処分差損の振替 2,645 △2,645 ―
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 ― ― △432,810 △31,278 △464,088
当期末残高 738,599 245,373 2,243,942 △79,272 3,148,642

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主

持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 1,585,992 1,585,992 30,155 925,049 6,153,927
当期変動額
剰余金の配当 △94,839
親会社株主に帰属す
る当期純損失（△） △335,325

自己株式の取得 △45,218
自己株式の処分 11,295
自己株式処分差損の振替 ―
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △665,546 △665,546 △5,067 765 △669,848

当期変動額合計 △665,546 △665,546 △5,067 765 △1,133,937
当期末残高 920,445 920,445 25,087 925,814 5,019,990

連結株主資本等変動計算書
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 13 －



2025/05/21 8:03:32 / 24180241_日本製罐株式会社_招集通知

連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1) 連結の範囲に関する事項
　　連結子会社の数　　　　　　１社
　　連結子会社の名称　　　　　新生製缶株式会社

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　　連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

(3) 会計方針に関する事項
　①重要な資産の評価基準及び評価方法
　　イ．有価証券
　　　・その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算
　定）を採用しております。
市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法を採用しております。

　　ロ．棚卸資産
　　　　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品
　　　　　当社は総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの
　　　　　方法）、連結子会社は主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の
　　　　　低下に基づく簿価切下げの方法）を採用しております。
　②重要な減価償却資産の減価償却方法
　　イ．有形固定資産（リース資産を除く）
　　　当社は主として定率法を、子会社は主として定額法を採用しております。

ただし、当社の賃貸建物、構築物及び1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設
備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。

　　ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
　　　定額法を採用しております。
　　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づ
　　　いております。
　　ハ．リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
　③重要な引当金の計上基準
　イ．貸倒引当金　　　　　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に
　　　　　　　　　　　　　より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
　　　　　　　　　　　　　勘案し、回収不能見込額を計上しております。
　ロ．賞与引当金　　　　　従業員の賞与支給に備えて、賞与支給見込額のうち当連結会計年
　　　　　　　　　　　　　度に負担すべき額を計上しております。

　④退職給付に係る会計処理の方法
　　従業員の退職給付に備えるため、簡便法を適用して計算した当連結会計年度末における退職

給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
　⑤収益及び費用の計上基準
　　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義
　　務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のと
　　おりであります。
　　金属缶製造販売事業において、主に18Ｌ缶並びに美術缶の製造及び販売を行っております。
　　このような商品及び製品の販売については、顧客に商品及び製品それぞれを引き渡した時点
　　で収益を認識しております。
　　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね6ヶ月
　　以内に回収しており、重大な金融要素は含んでおりません。
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有形固定資産 607,482千円
無形固定資産 －千円
　　減損損失 607,482千円

建物及び構築物 461,808千円
土地 532,996千円
　　　　　　　計 994,804千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 13,918,188千円

用途 場所 種類 減損損失（千円）
金属缶製造販売事業 埼玉県さいたま市 構築物、機械装置、車両

運搬具及び工具器具備品 607,482

2．会計上の見積りに関する注記
(1)  繰延税金資産の回収可能性
　・当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　繰延税金資産　212,702千円
　　なお、繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の金額を表示しております。
　・その他の情報
　　繰延税金資産の計上額は、翌期の予算を含む将来の収支見通しに基づく課税所得の発生時期

及び金額により見積もっております。当該見積りは、将来の経済環境の変化等により影響を
受けるため、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りから乖離した場合、翌連結会
計年度の連結計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性がありま
す。

(2) 固定資産の減損損失
　・当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

　・その他の情報
　　　当社グループは、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分（製造部門別単位）

で資産をグルーピングし、減損の兆候の判定、減損損失の認識の判定を行っております。減
損の兆候を識別した場合、割引前将来キャッシュ・フローを見積り、割引前将来キャッシ
ュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能額まで減額しておりま
す。なお、回収可能価額は正味売却価額または使用価値により算定しております。

　　　当連結会計年度における日本製罐の金属缶製造販売事業において、継続した営業赤字を計
上した部門があることから、減損の兆候が認められ、減損損失の認識の要否の判定を行って
おります。判定の結果、割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回ったことか
ら減損損失を認識しております。

　　　減損損失の測定にあたり、回収可能価額として時価から処分費用見込額を控除して算定し
た正味売却価額を用いております。正味売却価額の基礎となる時価の算定には評価技法、仮
定の選択に専門的知識を必要とし、また、経営者の判断を伴います。今後の経営環境等の変
化により正味売却価額に重要な下落が生じ、追加又は新たな減損損失の計上が必要となった
場合、翌連結会計年度以降の連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があります。

3．連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産

上記の担保物件に対応する債務は、短期借入金200,000千円、長期借入金1,162,296千円(１年
以内返済予定額を含む)であります。

4．連結損益計算書に関する注記
　・減損損失
　　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

　　当社グループは、原則として、事業用資産については管理会計上の区分を基準としてグル
　ーピングを行っており、遊休資産については個別ごとにグルーピングを行っております。
　　事業用資産については、収益性が低下し投資額の回収が見込めなくなったことから、帳簿
　価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。
　　なお、回収可能価額は、鑑定評価額に基づき算定した正味売却価額により測定しております。
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連結注記表

株式の種類 当連結会計年度の
期首株式数

当連結会計年度の
増加株式数

当連結会計年度の
減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 1,392,000株 －株 －株 1,392,000株

株式の種類 当連結会計年度の
期首株式数

当連結会計年度の
増加株式数

当連結会計年度の
減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 37,145株 27,200株 10,000株 54,345株

　決議 株式の
　種類 配当の原資 配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2024年6月27日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 94,839 70.0 2024年3月31日 2024年6月28日

 　 決議予定 株式の
　種類 配当の原資 配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2025年6月27日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 26,753 20.0 2025年3月31日 2025年6月30日

①新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式
②新株予約権の目的となる株式の数 27,100株
③新株予約権の事業年度末残高 25,087千円

5．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の総数に関する事項

(2) 自己株式の数に関する事項

（注）自己株式の数の増加は取締役会の決議に基づく自己株式の取得によるものであり、減少は
　　　新株予約権行使によるものであります。

(3) 剰余金の配当に関する事項
　①配当金支払額等

　②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌連結会計年度となるもの

(4) 新株予約権に関する事項

6．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
　①金融商品に対する取組方針

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しており
ます。一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行
借入により調達しております。

　②金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されており
ます。投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リス
クに晒されております。営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務は、そのほとん
どが４ヶ月以内の支払期日であります。借入金は、設備投資に係る資金調達並びに営業過程
に係る運転資金であり、償還日は最長で決算日後13年であります。このうち一部は金利の変
動リスクに晒されております。

　③金融商品に係るリスク管理体制
・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、債権管理規定に従い、営業債権について主要な取引先の状況を定期的
にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、取引信用保険付保
に加え、大口客先並びに付保対象先については取締役会に報告し、財務状況等の悪化等に
よる回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

・市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握
し、また、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

－ 16 －



2025/05/21 8:03:32 / 24180241_日本製罐株式会社_招集通知

連結注記表

連結貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）
(1)　投資有価証券 1,620,461 1,620,461 －
(2)　長期借入金 2,911,767 2,905,483 △6,283

（1年内返済予定の長期借入金を含む）

　区分 　　連結貸借対照表計上額（千円）
非上場株式 43,225

区分 時価（千円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
　その他有価証券
　　株式 1,620,461 － － 1,620,461

区分 時価（千円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 2,905,483 － 2,905,483

・資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理
　当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新
するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。

　④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算
定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるた
め、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2025年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次
のとおりであります。

(注) １.「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買
掛金」、「電子記録債務」、「短期借入金」については、短期間で決済されるため時価
が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(注) ２.市場価格のない株式等は、「⑴投資有価証券」には含めておりません。当該金融商品
の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

(3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下
の3つのレベルに分類しております。
レベル1の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格によ
り算定した時価

レベル2の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル1のインプット以外
の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル3の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価
を分類しております。

①時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

②時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
　　投資有価証券
　　　上場株式の時価は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引され
　　　ているため、その時価をレベル1の時価に分類しております。
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連結注記表

連結貸借対照表計上額
当連結会計年度末
の時価（千円）当連結会計年度

期首残高（千円）
当連結会計年度
増減額（千円）

当連結会計年度
末残高（千円）

542,984 △38,478 504,506 2,040,000

（単位：千円）
報告セグメント

合計
金属缶製造販売事業 不動産賃貸事業

売上高
18Ｌ缶 8,765,017 － 8,765,017
美術缶 1,900,069 － 1,900,069
その他 430,606 － 430,606
顧客との契約から生じる収益 11,095,694 － 11,095,694
その他の収益 － 163,735 163,735
外部顧客への売上高 11,095,694 163,735 11,259,429

　　長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）
　　　長期借入金のうち、変動金利によるものの時価は、短期間で市場金利を反映し、また、当
　　　社の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると
　　　考えられるため、当該帳簿価額によっており、レベル2の時価に分類しております。
　　　また、固定金利によるものの時価は、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金
　　　の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値を算定しており、レ
　　　ベル2の時価に分類しております。

7．賃貸等不動産に関する注記
(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社は、埼玉県さいたま市において、賃貸用のオフィスビル（土地を含む）を有しており
　ます。当連結会計年度における賃貸等不動産に関する損益は、83,578千円であります。

(2) 賃貸等不動産時価に関する事項

(注) １. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
(注) ２. 当連結会計年度増減額のうち、主な増加額は新規館銘板(115千円)、減少額は減価償

却(38,593千円）であります。
(注) ３. 当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価額に基づく

金額であります。

8．収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　　  主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。

（注）「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含ま
　　　 れる不動産賃貸収入です。
(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「1.連結計算書類作成の
　　ための基本となる重要な事項に関する注記等（3）会計方針に関する事項　⑤収益及び費用
　　の計上基準」に記載のとおりであります。

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
　　顧客との契約から生じた債権の残高
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連結注記表

当連結会計年度（千円）
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 5,424,713
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 3,624,862

(1) １株当たり純資産額 3,041円96銭
(2) １株当たり当期純損失(△) △249円91銭

9．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記
　　該当事項はありません。
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貸借対照表

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原材料及び貯蔵品
前 払 費 用
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
電 話 加 入 権
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
長 期 前 払 費 用
そ の 他　

3,863,416
1,419,627
15,007
675,373
890,737
99,086
104,490
536,811
18,701
4,862

101,879
△3,162

5,635,403
2,730,225
1,743,637
19,498
56,271
960

15,263
165,171
729,422
84,819
577

84,128
113

2,820,358
1,546,857
1,260,549

750
9,682
2,519 　

流 動 負 債 2,961,919
買 掛 金 1,626,070
短 期 借 入 金 200,000
1年内返済予定の長期借入金 787,763
未 払 金 118,008
未 払 費 用 117,527
未 払 法 人 税 等 43,551
未 払 事 業 所 税 18,326
預 り 金 15,898
賞 与 引 当 金 19,647
そ の 他 15,124

固 定 負 債 2,124,416
長 期 借 入 金 1,477,918
繰 延 税 金 負 債 346,112
長 期 預 り 金 43,564
退 職 給 付 引 当 金 244,820
資 産 除 去 債 務 12,000
負 債 合 計 5,086,335

純　　資　　産　　の　　部
株 主 資 本 3,474,436
資 本 金 738,599
資 本 剰 余 金 245,373
資 本 準 備 金 245,373
利 益 剰 余 金 2,569,737
利 益 準 備 金 157,500
その他利益剰余金 2,412,237
別 途 積 立 金 1,395,866
土地圧縮積立金 22,762
固定資産圧縮積立金 226,999
繰越利益剰余金 766,609

自 己 株 式 △79,272
評価・換算差額等 912,959
その他有価証券評価差額金 912,959
新 株 予 約 権 25,087
純 資 産 合 計 4,412,483

資 産 合 計 9,498,819 負債・純資産合計 9,498,819

貸借対照表
（2025年3月31日現在）

(単位：千円)

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

科　　　　目 金　　　　額
売 上 高 5,606,685

売 上 原 価 5,397,173

売 上 総 利 益 209,512

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 812,738

営 業 損 失 （ △ ） △603,226

営 業 外 収 益 98,510

受 取 利 息 240

受 取 配 当 金 83,901

業 務 受 託 手 数 料 10,376

そ の 他 3,992

営 業 外 費 用 23,947

支 払 利 息 18,875

支 払 手 数 料 3,574

そ の 他 1,497

経 常 損 失 （ △ ） △528,663

特 別 利 益 924,492

固 定 資 産 売 却 益 19

投 資 有 価 証 券 売 却 益 920,065

新 株 予 約 権 戻 入 益 4,406

特 別 損 失 699,083

固 定 資 産 除 却 損 1

減 損 損 失 607,482

早 期 割 増 退 職 金 86,200

そ の 他 5,400

税 引 前 当 期 純 損 失 （ △ ） △303,254

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 82,382

法 人 税 等 調 整 額 △67,933

当 期 純 損 失 （ △ ） △317,703

損益計算書
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

(単位：千円)

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(単位：千円)
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途積立金 土地圧縮

積立金
固定資産
圧縮積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 738,599 245,373 ― 245,373 157,500 1,395,866 23,060 243,218 1,165,280 2,984,925
当期変動額
当期純損失(△) △317,703 △317,703
土地圧縮積立
金の取崩 △298 298 ―

固定資産圧縮
積立金の取崩 △16,219 16,219 ―

剰余金の配当 △94,839 △94,839
自己株式の取得
自己株式の処分 △2,645 △2,645
自己株式処分
差損の振替 2,645 2,645 △2,645 △2,645

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― △298 △16,219 △398,670 △415,188
当期末残高 738,599 245,373 ― 245,373 157,500 1,395,866 22,762 226,999 766,609 2,569,737

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計自己株式 株主資本

合計 その他有価証券評価差額金

当期首残高 △47,994 3,920,903 1,577,133 30,155 5,528,191
当期変動額
当期純損失(△) △317,703 △317,703
土地圧縮積立
金の取崩 ― ―

固定資産圧縮
積立金の取崩 ― ―

剰余金の配当 △94,839 △94,839
自己株式の取得 △45,218 △45,218 △45,218
自己株式の処分 13,940 11,295 11,295
自己株式処分
差損の振替 ― ―

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △664,173 △5,067 △669,241

当期変動額合計 △31,278 △446,466 △664,173 △5,067 △1,115,708
当期末残高 △79,272 3,474,436 912,959 25,087 4,412,483

株主資本等変動計算書
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1)  資産の評価基準及び評価方法
　①有価証券の評価基準及び評価方法

イ．子会社株式　　移動平均法による原価法を採用しております。
ロ．その他有価証券
　　市場価格のない株式等以外のもの

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算
　定）を採用しております。

　　市場価格のない株式等
　　　　移動平均法による原価法を採用しております。
②棚卸資産の評価基準及び評価方法
　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品
　　　　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
　　　　を採用しております。

(2)  固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産　　　　主として定率法を採用しております。

ただし、賃貸建物、構築物及び1998年４月１日以降に取得した建物
（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

②無形固定資産　　　　定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期
間（5年）に基づく定額法を採用しております。

(3)  引当金の計上基準
①貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金 従業員の賞与支給に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担
すべき額を計上しております。

③退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、簡便法を適用して計算した当事業年
度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してお
ります。

(4)  収益及び費用の計上基準
　　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び
　　当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであり
　　ます。
　　金属缶製造販売事業において、主に18Ｌ缶並びに美術缶の製造及び販売を行っております。
　　このような商品及び製品の販売については、顧客に商品及び製品それぞれを引き渡した時点
　　で収益を認識しております。
　　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね6ヶ月
　　以内に回収しており、重大な金融要素は含んでおりません。

2．会計上の見積りに関する注記
(1)  繰延税金資産の回収可能性
　　・当事業年度の計算書類に計上した金額
　　　繰延税金資産　191,985千円
　　　なお、繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の金額を表示しております。
　　・その他の情報
　　　繰延税金資産の計上額は、翌期の予算を含む将来の収支見通しに基づく課税所得の発生時
　　　期及び金額により見積もっております。当該見積りは、将来の経済環境の変化等により影
　　　響を受けるため、実際に発生した課税所得の時期及び金額が見積りから乖離した場合、翌
　　　事業年度の計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。
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有形固定資産 607,482千円
無形固定資産 －千円
　　減損損失 607,482千円

建物 439,810千円
構築物 7,275千円
土地 56,939千円
　　　　　　　計 504,025千円

(2)  有形固定資産の減価償却累計額
(3)  関係会社に対する金銭債権、金銭債務は次のとおりであります。

①短期金銭債権
②短期金銭債務

10,486,071千円

64,876千円
16,094千円

(1)  関係会社との取引高
営業取引による取引高

売　上　高 642,575千円
仕　入　高 34,755千円

営業取引以外の取引高 2,024千円

株式の種類 当事業年度
期首の株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末の株式数

普通株式 37,145株 27,200株 10,000株 54,345株

(2)  固定資産の減損損失
　・当事業年度の計算書類に計上した金額

　・その他の情報
　　連結計算書類「連結注記表　２.会計上の見積りに関する注記」に同一の記載をしているた
　　め、注記を省略しております。

3．貸借対照表に関する注記
(1)  担保に供している資産

上記の担保物件に対応する債務は、短期借入金200,000千円、長期借入金926,046千円(１年以
内返済予定額を含む)であります。

4．損益計算書に関する注記

  (2)  減損損失
　　 連結計算書類「連結注記表　4.連結損益計算書に関する注記」に同一の記載をしているた

め、注記を省略しております。

5．株主資本等変動計算書に関する注記
　　自己株式の数に関する事項

（注）自己株式の数の増加は取締役会の決議に基づく自己株式の取得によるものであり、
　　　減少は新株予約権行使によるものであります。

6．税効果会計に関する注記
(1)  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の内訳
　　繰延税金負債の発生の主な原因は、その他有価証券評価差額金415,515千円であります。
(2)  法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正
　　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に公布さ
　　れ、2026年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率等の引上げが行われることとな
　　りました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、
　　従来の30.46%から2026年４月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異に
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種 類 会社等の名称
資 本 金 又
は 出 資 金

(千円)
事業の
内 容

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関 係 内 容
取引の
内容

取 引
金 額
( 千 円 )

科 目
期 末
残 高
(千円)

役員の
兼任等

事業上
の関係

法人
主要株主

伊 藤 忠 丸 紅 鉄 鋼
株 式 会 社

30,000,000
鉄鋼
商社

(直接11.67％) 有
原材料
仕入等

製品の販売 190,635 売 掛 金 21,148
ブリキ板等

の 仕 入 他
3,431,406

買 掛 金 1,489,447
未 払 金 2,289

種類
会社等の

名称

資本金
又は

出資金
(千円)

事業の
内容

議決権等
の所有

(被所有)
割合(％)

関係内容

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高

(千円)役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社
新生製缶
株式会社

100,000
1 8 ℓ 缶
製造販売

直接51.00％ 有

営業取引
製品等の
販 売

642,575 売掛金 64,843

営業取引
製 品 の
仕 入 等

34,755 買掛金 16,094

営業取引
以外

システム
使用料等

527 未収入金 33

(1)  １株当たり純資産額 3,279円92銭
(2)  １株当たり当期純損失(△) △236円78銭

　　ついては31.36%に変更となります。
　　なお、この税率変更による影響は軽微です。

7．関連当事者との取引に関する注記
(1)  親会社及び法人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で
　　　決定しております。

(2)  関係会社等

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）価格その他の取引条件は、市場実勢価格を提示し、価格交渉の上で決定しております。

8．収益認識に関する注記
　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「1.重要な会計方針に係
　　る事項に関する注記（4）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

9．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記
　　　該当事項はありません。
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連結会計監査報告

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小　池　利　秀
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 内　田　元　司

独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書
2025年５月16日

日本製罐株式会社
取締役会　御中

東邦監査法人
東京都千代田区

　監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、日本製罐株式会社の2024年４
月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行っ
た。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して、日本製罐株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該
連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示
しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査
を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査
人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従
って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責
任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれて
おらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読
の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た
知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以
外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断
した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断
した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類
を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職
務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不
正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報
告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表
示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の
過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施
する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽
表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査
人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもの
ではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を
立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行わ
れた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどう
か、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ
うな事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企
業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算
書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の
注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明すること
が求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性
がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計
算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。
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・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関
する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指
示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査
の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査
の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理
に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えら
れる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容
可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について
報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定
により記載すべき利害関係はない。

以　　上
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指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小　池　利　秀
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 内　田　元　司

独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書
2025年５月16日

日本製罐株式会社
取締役会　御中

東邦監査法人
東京都千代田区

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、日本製罐株式会社の
2024年４月１日から2025年３月31日までの第120期事業年度の計算書類、すなわち、
貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書
（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての
重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監
査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定
に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと
判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他
の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他
の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視すること
にある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれてお
らず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の
過程において、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識
との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外に
その他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断
した場合には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重
要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した

計算書類に係る会計監査報告

－ 29 －
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内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作
成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該
事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職
務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正
又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告
書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の
利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断さ
れる。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の
過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施
する。
・ 　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚

偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は
監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手する。

・ 　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもの
ではないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続
を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行
われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどう
か、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる
ような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継
続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計
算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明する
ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくな
る可能性がある。

・ 　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算
書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査
の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査
の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理
に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えら
れる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容
可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について
報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。

以    上
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監　査　報　告　書

　　当監査役会は、2024年4月1日から2025年3月31日までの第120期事業年度におけ
る取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の
上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1）監査役会は、監査の方針及び計画、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施

状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執
行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針及び計画、
職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情
報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしま
した。

①　取締役会、経営会議その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を
閲覧し、本社及び工場等において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、
子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを
確保するための体制その他株式会社及びその子会社からなる企業集団の業務の適正
を確保するために必要なものとして、会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定
める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている
体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及
び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われ
ることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監
査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。

　　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類
（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明
細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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常勤監査役（社外監査役） 土 方 俊 幸 ㊞
監査役（社外監査役） 関 根 俊 行 ㊞
監査役（社外監査役） 宮 下 幸 正 ㊞

2．監査の結果
(1）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示し
ているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な
事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、
当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行につい
ても、指摘すべき事項は認められません。

(2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人東邦監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3）連結計算書類の監査結果
会計監査人東邦監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年5月19日

日本製罐株式会社  監査役会

　　　

以　上

－ 32 －
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